
情報通信審議会 情報通信技術分科会 放送システム委員会 

超高精細度テレビジョン放送システム作業班（第１回） 

議事概要（案） 

 

１ 日 時 

平成２５年６月５日（水） １０時００分～１１時４０分 

 

２ 場 所 

経済産業省別館 １１階 共用１１１１会議室 

 

３ 議 題 

（１）超高精細度テレビジョン放送システムに関する技術的条件の調査について 

（２）超高精細度テレビジョン放送に関する動向について 

（３）要求条件（素案）について 

（４）その他 

 

４ 出席者（順不同、敬称略） 

【構成員】伊丹主任（東京理科大学）、甲藤主任代理（早稲田大学）、池田（日本電信

電話）、今井（日本放送協会）、上園（ジュピターテレコム）、鵜飼（衛星

放送協会）、浦野（日本テレビ）、大島（日本電気）、奥井（情報通信研究

機構）、黒田（電波産業会）、桑本（日立製作所）、佐々木（パナソニック）、

正源（放送衛星システム）、杉本（ＣＡＴＶ技術協会）、高田（日本民間放

送連盟）、田島（スカパーＪＳＡＴ）、田中（シャープ）、中川（富士通研

究所）、西田（日本放送協会）、野田（日本ケーブルラボ）、廣田（東芝）、

柳原（ＫＤＤＩ研究所）、山田（三菱電機）、湯沢（ソニー） 

【事務局】野崎、山野、金子、波間（情報流通行政局放送技術課） 

 

５ 配付資料 

資料UHD作 １－１ ｢放送ステムに関する技術的条件｣のうち｢超高精細度テレビジョ

ン放送システムに関する技術的条件｣の検討開始について 

資料UHD作 １－２ ｢超高精細度テレビジョン放送システムに関する技術的条件｣の検

討の進め方 

資料UHD作 １－３ 超高精細度テレビジョン放送に関する動向 

資料UHD作 １－４ H.265|MPEG-H（HEVC）規格の概要 

資料UHD作 １－５ 主なトランスポート方式の比較 

資料UHD作 １－６ 34.5MHz帯域幅を使用する超高精細度テレビジョン放送に係る衛

星デジタル放送方式の要求条件（素案） 

資料UHD作 １－７ 27MHz帯域幅を使用する超高精細度テレビジョン放送に係る衛星

資料UHD作２－１ 
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デジタル放送方式の要求条件（素案） 

 

参考資料１ 放送サービスの高度化に関する検討会（第３回）資料３－１－１ 

「スーパーハイビジョンに関する検討結果について」 

参考資料２ 情報源符号化部 H.265 | MPEG-H HEVC規格の概要 

 

６ 議事概要 

伊丹主任の挨拶の後、初回のため各構成員から自己紹介を行った。 

その後、議事次第に沿って調査検討を行った。主な概要は以下のとおり。 

  

（１）超高精細度テレビジョン放送システムに関する技術的条件の調査について 

事務局より、資料UHD作１－１～２に基づき説明があった。今後、放送サービスの高度

化に関する検討会で示されたロードマップも踏まえつつ検討を進め、来年の１月を目標

に作業班としてのとりまとめを行うことが確認された。 

また伊丹主任により、当該作業班の主任代理として甲藤構成員が指名された。 

 

（２）超高精細度テレビジョン放送に関する動向について 

事務局より、資料UHD作１－３及び参考資料１、黒田構成員より、資料UHD作１－４～

５に基づき説明があり、主に以下の質疑が行われた。 

 

○ 説明のあった技術や規格について、限られた検討期間の中で、どこまで取り込んで

いくことができるか。（伊丹主任） 

○ 一般論として、放送に関する規格については、策定後に長い期間用いることとなる

ため、なるべく変更がないよう、できる限り最新の技術を取り入れていく必要がある

と考えている。（黒田構成員） 

 

○ ロードマップでは複数の伝送路について言及されているが、放送システム委員会で

の検討対象はどこになるのか。（西田構成員） 

○ ロードマップにおいても衛星基幹放送を中心に検討する旨が記載されており、衛星

放送が主な検討対象と考えている。ＩＰＴＶやＣＡＴＶについては、必要に応じて別

途検討することになるものと考えており、衛星と全く同じ時間軸で検討することには

ならないものと考えている。（事務局） 

 

○ ＣＡＴＶとＩＰＴＶについては、ロードマップにおいて同時期に開始とされており、

検討を急ぐ必要がある。同じ放送システム委員会の下で作業班を立ち上げるかどうか

についても議論が必要。衛星放送とＣＡＴＶ及びＩＰＴＶの再放送との間で、標準化

する技術の中で共通化しておかなければならないところが出てくると思うが、例えば、
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同様の多重化方式を用いる必要があるのか。また、国際標準化に向けた仲間作り等も

必要であると考えるが、この場で検討された技術基準をＩＴＵ等に展開していく上で

の考え方を伺いたい。（事務局） 

○ 例えば、ＣＡＴＶの再放送にはパススルーとトランスモジレーションの２種類があ

るが、変調方式は異なっていても、多重化については同形式で行われている。多重化

以降の部分は共通化を図っておくことが望ましい。一方、ＩＰＴＶについては、多重

化以降の部分まで変換しているものと思われる。今後、どういった多重化方式を採用

するかよって、ＩＰＴＶ側の多重化方式等の技術基準を考えていく必要があるのでは

ないか。いずれにせよ、多重化方式を共通化することによって受信機を共通化するこ

とが目的なので、なるべく共通化をはかることがメリットとなる。 

国際標準化については、伝送部分について様々な方式が提案されている。我が国の

ＩＳＤＢ－Ｓも国際標準となっているが、４Ｋ、８Ｋによる放送についてどの程度の

要求条件が出てくるかが重要。ＨＥＶＣがどれだけのレートかとの議論もあるが、現

行方式では４Ｋ、８Ｋまではサポートできていないと認識している。国際的にも、８

Ｋまで視野に入れた放送を実施できる方式が必要であるという雰囲気を作ることと、

８Ｋ放送を実現するにはこういう方式があるという提案をしていくことが必要と考

えている。（黒田構成員） 

○ 映像符号化方式、多重化方式、伝送路符号化方式等のいずれについても、国際標準

として規定されている部分は自由度が高く、その中から特定のセットを国内に採用す

るという形になるため、各国で独自に決めている部分も多い。その意味で、我が国で

運用する際のパラメータを検討することで、国際的にも、例えばＨＥＶＣを放送に適

用するにはこういう条件が必要だという部分がＩＴＵ－Ｒでの勧告になっていく可

能性が高い。多重化方式等についても同様と考えられる。日本での検討結果を基に、

望ましい運用の方法がＩＴＵ－Ｒでの勧告として規定されていくという方向性が想

定される。（西田構成員） 

 

○ ４Ｋ、８Ｋの分野で、国内メーカが送信機や受信機等を海外に展開していく上で、

共通化した部分を国際標準化しておいた方が、将来的には海外に輸出しやすくなるの

か。ＩＴＵでは大まかにしか規定されない部分について、例えば、ＡＲＩＢスタンダ

ードレベルの詳細な規格をブラジル等の関係国に対して採用を促す等、メーカが商品

を輸出しやすいように標準化をサポートするような取組が必要になると考えられる

か。（事務局） 

○ 各国ごとに規格の詳細部分が異なるため、全く同じものがそのまま使えるかどうか

は、その国の事情により左右される。地デジの場合、アフリカ向けには８ＭＨｚ幅に

変えて対応しているが、衛星でも同様のことは有り得る。ＡＲＩＢでも国際展開を進

めていくが、まずは、４Ｋ、８Ｋ放送を衛星で行えるということを我が国が目に見え

る形で見せていき、その気にさせていくことが大事。具体的に各国にどう展開してい

くかは、その後にしっかりと検討する必要がある。（黒田構成員） 

3 

 



 

○ 映像符号化についてはＨＥＶＣが検討課題となると考えるが、音声符号化について

も新たな規格が検討されていると聞いている。高音質化や多チャンネル化といった方

向性があるかと思うが、現行のＭＰＥＧ－２ ＡＡＣを変更するような国際的な動き

は顕在化しているのか。（事務局） 

○ 資料１－３のＰ１５に音声符号化方式の標準化動向を記載しているが、ＭＰＥＧだ

けでも多様な方式がある。ＭＰＥＧ－Ｈの３Ｄオーディオは、将来の符号化方式とし

て検討が進められているものであるが、２０２０年頃に標準化予定であり、今回のス

ケジュールの中で採用していくのは難しいと考えている。ＭＰＥＧ－２以降に規定さ

れている音声符号化方式もあるので、今後ＡＲＩＢでも検討を進め、適切な方式が提

案できるようであれば紹介したいと考えている。（浦野構成員） 

 

 

（３）要求条件（素案）について 

事務局より、資料UHD作１－６～７に基づき説明があり、主に以下の質疑が行われた。 

要求条件（素案）について、構成員から追加の意見がある場合には、６月１９日（水）

までに事務局あて提出することとなった。 

 

○ 現段階で、狭帯域と広帯域で要求条件を分ける必要性があるのか。（野田構成員） 

○ これまでは衛星の種別（伝送帯域幅）ごとに技術基準を策定してきた経緯があり、

素案として、このような形にしたもの。衛星一般放送と衛星基幹放送といった違いも

ある。今後検討を進めていく中で、例えば、狭帯域では４Ｋの伝送で十分ということ

で、映像符号化方式以外の変調方式等は変更しないということになれば、広帯域とは

求められる条件が異なってくることになるので、分けて記載した方が分かりやすいと

も考えられる。（事務局） 

○ 制度的に考えれば両者を分けた方が良いのかもしれないが、素案の基になっている

答申の時期が異なるために記載が合っていない部分もあるのではないか。両者の要求

条件は同じようなもので、意識的に分けるところを明記した方が検討しやすいのでは

ないか。例えば、広帯域の方では蓄積メディアが入っているが、狭帯域の方では蓄積

メディアは考慮しなくてよいとなっている。意識的に記載を分けているのであれば、

その理由も明記した方がよい。（野田構成員） 

○ 蓄積メディアの部分については、高度広帯域の答申の際にＴＬＶを入れたため、そ

の際の要求条件を踏まえてこのような記載となっている。高度広帯域と高度狭帯域と

では答申時期が異なり、前者の方が後から作成したものであることから、それぞれの

記載の時制が合っていないものになっている。（事務局） 

 

○ データ符号化方式のところで、通信との連携という部分はインターネット経由のも

のを想定しているのか。（甲藤構成員） 
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○ インターネット経由のものも含めて、通信系、ＩＰ系で流れてくるデータと連携す

るという趣旨。インターネット経由が主であると考えている。（事務局） 

 

○ 映像、音声のところで、できる限り高い画質、音質と記載されているが、例えば、

フルスペックのＵＨＤであれば１２０Ｈｚ、４：４：４になるが、国内の技術基準で

はどの程度のクオリティまで目指すのか、どの程度のパラメータに落とし込む必要が

あるのか等、現時点で何らかの見通しが立っているのか。（甲藤構成員） 

○ どこまで画質を追い求めるかについては、評価実験のプロセスが必要となる。実際

に放送を行うには、伝送帯域幅の制限や受信時間率とのトレードオフの関係等の伝送

路側の制約条件があるため、ＨＥＶＣによる画質評価の結果も踏まえ、どの辺りが落

としどころになるかといった議論になるのではないか。要求条件で「できる限り」と

いった表現にしているところは、放送である以上は綺麗な映像を送りたいということ

をベースにしながらも、技術の進展や将来の拡張性も含めて余地を残すということに

ついての議論であると考えている。（黒田構成員） 

○ 出来る限り高い画質を、という観点で言えば、映像符号化における難度は、映像内

容にきわめて依存するものである。例えば、横軸に符号化の難度をとって縦軸に出現

率をとってみると、ロングテイルのカーブを描くことになる。一方で、伝送可能な容

量は有限であり、主観評価では限られた１０個程度の映像を用いての評価しか実施で

きない。その意味で、高い画質である程度の条件を設定したとしても１００％の評価

はできないため、どうしても「できる限り」という表現にせざるを得ないのではない

か。（西田構成員） 

 

○ 野田構成員からも指摘があったが、狭帯域と広帯域の２つの要求条件の差分につい

ては、その理由を示した方が良いのではないか。 

  また、受信機に関する要求条件も記載されているが、この作業班での検討範囲に受

信機に関する技術的条件は含まれるのか。いくつかの条件については、送信側で検討

した上で適切なものを定めておく必要があると考えるが、そうでない条件もあるので

はないか。（西田構成員） 

○ 受信機の要求条件については、例えば、高度広帯域の答申の際にも受信機の操作性、

処理系、拡張性等を要求条件に盛り込んでいたが、それらの要求条件に対する考え方

（整合性）は「民間規格及び受信機設計において考慮されることを想定した」と記載

しており、これまでの答申の中で、受信機に関する規格について具体的にとりまとめ

てはいない。今回も、受信機の要求条件を考慮しながら検討する、という趣旨である。 

また、本日はあくまでも要求条件の素案を提示したところであり、狭帯域と広帯域

で要求条件を書き分ける部分については、今後内容を詰めていく際に、どのように記

載すべきかご議論いただければと考えている。（事務局） 
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（４）その他 

事務局より、要求条件（素案）について意見等がある場合には、６月１９日（水）ま

でに事務局あて提出していただきたい旨、また、次回の作業班の開催日時については、

日程調整の上、後日改めて連絡する旨、連絡があった。 

 

なお、全体を通して、以下の質疑が行われた。 

 

○ 今後の作業班での検討スケジュールに関して、出来るものから順次検討していくこ

ととなっているが、事務局で具体的なイメージを持っているか。（西田構成員） 

○ 国際標準化がある程度完了している映像入力フォーマットやＨＥＶＣのような映

像符号化の部分については、先行して検討することになると考えている。他方、多重

化の部分等は、今後の国際標準化の動向等を踏まえつつ、もう少し議論が煮詰まって

から検討することになるものと考えている。ＡＲＩＢの関係作業班での検討状況も踏

まえながら、出来るところから検討を進めていく予定である。（事務局） 

 

以上 
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